
議案第1号（新潟県決定に係る意見照会）

新潟都市計画
都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更（案）

（新潟県決定）

第155回
新潟市都市計画審議会
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三条市
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五泉市

日 本 海

新潟都市計画区域

燕市

2

新潟都市計画区域
みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市



都市計画区域（県内は24区域）

都市計画マスタープラン（新潟市、新発田市、聖籠町）

都市計画区域ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ
新潟県が策定

都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ
新潟市・新発田市・聖籠町がそれぞれ策定

都市計画（県又は市町村が決定）

土地利用 都市施設 市街地開発

◆都市計画の体系

区域区分等
3

都市計画の見直しの背景
みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市
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都市計画区域マスタープラン、

区域区分、関連する都市計画の見直しに着手

・区域マスの区域区分の目標年次（令和2年）を迎えたこと。

・区域区分の全体見直し（平成２３年）から概ね10年を迎えること。

・社会経済情勢が変化していること。

・都市計画基礎調査（平成28年～令和元年）の結果を踏まえる必要があること。

平成30年 県が新潟市・新発田市・聖籠町と協議を開始

今後の市街化の見通しから区域区分の見直しが必要と判断

都市計画の見直しの背景・理由
みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市



都市計画区域マスタープランの見直し項目
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都市計画区域マスタープランの概要
みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市

Ⅰ 都市計画の目標(P.1～2)

Ⅱ 区域区分の決定の有無及び区域区分を定める際の方針（P.3～４）

Ⅲ 主要な都市計画の決定方針（P.5～23）

①目標年次
②想定人口
③産業規模
④市街化区域の面積

※項目右横のページ数は参考資料のページです
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都市計画区域マスタープランの見直し
みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市



①目標年次

見直し前 → 平成２２年(2010年）～平成３２年（2020年）

見直し後 → 平成２７年（2015年）～令和１2年（2030年）
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都市計画区域マスタープランの見直し
みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市

※赤字が見直し箇所

Ⅱ 区域区分の決定の有無及び区域区分を定める際の方針（P.3～４）

①目標年の見直し

【参考】都市計画基礎調査の完了年

平成２２年（2010年）の国勢調査 → 平成26年度（2014年度）

平成27年（2015年）の国勢調査 → 令和 元年度（2019年度）

令和 2年（2020年）の国勢調査 → 令和 6年度（2024年度：予定）
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市街化区域世帯数
約0.5万世帯増

（万人）
（万世帯）

＜R12推計人口＞

・H27国勢調査ベースの国立社会保障・人口問題研究所の推計を基に算定

②想定人口の見直し

（基準年） （目標年）

市街化区域人口
約2.1万人減
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都市計画区域人口
約4.8万人減

都市計画区域マスタープランの見直し
みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市

2000 2005 2010 2015 2030

2030

2015



都市計画区域マスタープランの見直し
みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市

②想定人口の見直し
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※赤字が見直し箇所

Ⅱ 区域区分の決定の有無及び区域区分を定める際の方針（P.3～４）

②想定人口の見直し

平成22年 平成32年 平成27年 令和12年
（2010年） （2020年） （２０１５年） （2030年）

905千人 885千人 903千人 855千人

市街化区域内人口 718千人 735千人 726千人 705千人

市街化調整区域内人口 187千人 150千人 177千人 150千人

都市計画内人口

項　目 見直し前 見直し後

年　次
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③産業規模の見直し

（億円）

＜R12年推計工業出荷額＞

・工業統計調査及び経済センサスの過去の傾向を基に推計し、政策的要素を加味した数値

・基準年を１００としたデフレーター補正を行い推計

（目標年）

約1,946億円増
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（基準年）

都市計画区域マスタープランの見直し
みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市

2000 2005 2010 2015 2030
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③産業規模の見直し

（億円）

（目標年）（基準年）

約4,639億円減少
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都市計画区域マスタープランの見直し
みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市

2000 2005 2010 2015 2030

＜R12年推計卸小売販売額＞

・商業統計調査の過去の傾向を基に推計し、政策的要素を加味した数値

・基準年を１００としたデフレーター補正を行い推計



③産業規模の見直し
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※赤字が変更箇所

Ⅱ 区域区分の決定の有無及び区域区分を定める際の方針（P.3～４）

都市計画区域マスタープランの見直し
みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市

③産業規模の見直し

平成22年 平成32年 平成27年 令和12年
（2010年） （2020年） （２０１５年） （2030年）

工業出荷額 12,886億円 13,591億円 14,070億円 16,016億円

卸小売販売額 35,572億円 31,777億円 36,738億円 32,099億円

見直し前 見直し後

生産規模

項　目

年　次



④市街化区域の見直し

項　目

市街化区域面積 おおむね 15,456ha おおむね 15,582ha

見直し後見直し前

平成3２年 令和１２年
年　次

（2020年） （2030年）

④市街化区域の面積の見直し

都市計画区域マスタープランの見直し
みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市
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※赤字が変更箇所

Ⅱ 区域区分の決定の有無及び区域区分を定める際の方針（P.3～４）

※上記に保留面積は含まない

端数処理のため、
それぞれの合計数値は一致しない

◆見直し後の内訳

令和５年末 令和５年度末 令和１２年
(２０２3年) (2023年） （２０３０年）

市町名 現在の面積 拡大予定面積 見直し後

新潟市 12,985ha 0.2ha 12,985ha

新発田市 1,569ha 33.6ha 1,603ha

聖籠町 982ha 11.8ha 994ha

合計 15,537ha 45.6ha 15,582ha

年次

＋ ＝



市街化区域編入

市街化調整区域編入

凡　　例

聖 籠 町

新 発 田 市

新 潟 市

地区番号 1

地 区 名 富塚町地区

面　　積 21.4ha

編入理由 既成市街地、民間開発

住居系、商業系

流通業務系

市街化区域編入(新潟県決定)

土地利用

地区番号 2

地 区 名 東新町地区

面　　積 12.2ha

編入理由 既成市街地、民間開発

土地利用 住居系、流通業務系

市街化区域編入(新潟県決定)

地区番号 3

地 区 名 蓮野・蓮潟長峰山地区

面　　積 11.8ha

編入理由 既成市街地

土地利用 工業系

市街化区域編入(新潟県決定)

地区番号 4

地 区 名 新潟港西港区地区

面　　積 0.8ha

編入理由 境界変更

土地利用 公共用地

市街化区域編入(新潟市決定)

地区番号 5

地 区 名 新潟港西港区地区

面　　積 0.6ha

編入理由 境界変更

土地利用 ー

市街化調整区域編入(新潟市決定)

新潟都市計画区域区分の変更位置図（新潟県決定・新潟市決定）

都市計画区域マスタープランの見直し
みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市
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（主）新発田停車場線

地区番号 1
地  区 名 富塚町地区
面　　  積 21.4ha
編入理由 既成市街地、民間開発

住居系、商業系
流通業務系

市街化区域編入

土地利用

都市計画区域マスタープランの見直し
みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市
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（１） 富塚町地区 （新発田市）

新潟都市計画区域区分の変更位置図（新潟県決定）

新 発 田 市



都市計画区域マスタープランの見直し
みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市

JR新発田駅

五十公野公園

県立新発田病院

地区番号 2
地  区 名 東新町地区
面　　  積 12.2ha
編入理由 既成市街地、民間開発
土地利用 住居系、流通業務系

市街化区域編入

新 発 田 市

（２） 東新町地区 （新発田市）
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新潟都市計画区域区分の変更位置図（新潟県決定）



新潟東港

蓮野IC

新新バイパス

国道113号

地区番号 3
地  区 名 蓮野・蓮潟長峰山地区
面　　  積 11.8ha
編入理由 既成市街地
土地利用 工業系

市街化区域編入

聖 籠 町

都市計画区域マスタープランの見直し
みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市
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（３） 蓮野・蓮潟長峰山地区 （聖籠町）

新潟都市計画区域区分の変更位置図（新潟県決定）



今後のスケジュール

都市計画区域マスタープランの見直し
みなとまち。
みらいまち。
新 潟 市
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2月 7日 新潟市都市計画審議会（本日）

↓

市町村の意見聴取回答（予定）

↓

2月20日 新潟県都市計画審議会（予定）

↓

2月下旬 国土交通大臣同意協議（予定）

↓

3月下旬 変更告示 （予定）


